
励リ ンピックはフ士‐ア
ー
プレ‐

たプレッシャーが結局労働者に波及することとな

る」と述べている。労働者の多くは女性であり、

製造工場はアジアを含む全世界に広がっている。

オリンピック競技場からはるかに離れたところで、

生存と人間の尊厳と労働者の権利のために日々た

たかつている労働者を支援し、巨大スポーツウェ

ア企業と国際オリンピック委員会 (IOC)に 、自
らの責任を果たすよう圧力をかけよう、とキャン

ペーンヘの参加を呼びかけている。

でノノ芋ャンベ‐ンに1注ロ ノ

まもなく、「熱い」8月 がやつてくる。世界中の

多くの人々が待ち焦がれているオリンピックの季

節。きらびやかなショーが繰り広げられるその陰

で、アスリー トたちが身に着けているスポーツウ

ェアやスポーツシューズを作つている労働者が、

どんな労働条件で働いているかを考える人がどれ

だけいるだろうか。

グローバル・ユニオン、クリーン・クローズ 。

キャンペーン (CCC)と オックスファムは、世界
中のスポーツウェア産業におけるひどい労働状況

と労働者の権利剥奪について注目を集めるため、
「オリンピックはフェアプレーで 1」 キャンペー

ンを開始した。オリンピック選手たちは、「より早

く、より高く、より遠く…」新しい世界記録のた

めに激しく競い合う。スポーツウェア企業は、優

秀な選手やチームのスポンサーとなり、そこに自

ネLのブランドイメージを重ね、メディアを通して

商品価値を高める。オリンピックは恰好の宣伝の

場になるのである。

た記 3つの国際的な NGOは、このキャンペー
ンを始めるに当り、スポーツウェア産業の搾取の

仕組み、労働者の状況、企業分析など非常に詳細

な調査・分析を行つている。報告書は、「多国籍ス

ポーツウェア企業は、数多くのサプライチェーン

や、工場、請負業者から成る複雑なネットワーク

を経て、何百万人もの労働者と消費者をリンクさ

せている。市場は、多国籍企業がサプライヤーに

対して価格を引き下げ、納期を短縮させ、刻々と

変化していく注文にも即座に対応するよう要求さ

せる力を持つている」ことを明らかにし、「そうし

「オリンピックに労働搾取 という種 目があつ

たら、巨大スポーツウェア企業がメダルを獲得す

るのは確実でしょう。Jと いう痛烈な言葉を発す
るこの報告書は、3つの NGOの他、調査を行つ
たブルガリア、カンボジア、中国、インドネシア、

タイ、 トルコの 6カ国の研究者の協力を得、聞き
取り調査に応 じた 186人の労働者をはじめ多くの

人々の参加によって作られている (日本語訳はオ

ックスファム・ジャパンのホームページで見るこ

とができる)。 2面に、CCCからCAWネ ット・
ジャパンに送られてきたキャンペーンヘの参加の

ためのリーフレットから、その内容を紹介する。

発行日 2004年 7月 10日
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求人広告

(ス ポーツウェアエ場で期待される労働者 )

低賃金で長時間働ける若い女性。経験問わず。

<必要条件 >
尋常でない早さで仕事をし、わずかな睡眠

で働けて、賃金について不満を言わず、病

気の子どもは決して持たず、夜間も手当な

しで進んで働き、労働組合に加入すること

を望まず、低賃金で満足し、従順な性格を

持つていること。



ス券 ―ンウェア産業
=こ

「世界中で非常に多く

の女性たちが、搾取を最

大の関心事とする産業で

働いている。もし苦情を

言うようなことがあれば

仕事を失うだろうし、労

働条件を改善するために

組合を作ろうとすれば暴

力と脅しを受けるだろう。

それがスポーツウェア産

業だ。ここで働く女性た

ちはもつと良い待遇を受けるべきだ。「オ リンピッ

クはフェアプレーで !」 は、Asics、 Fila、 Kappa、

Lotto、 Mizuno、 Puma、 Umbroな どのスポーツ
ウェア会社と、国際オリンピック委員会 (IOC)

に対し、真貪1に 自分たちの責任を果たすように訴

えるためのキャンペーンである。スポーツウェア

産業は今こそ労働者の権利を尊重すべきだ。」

女性マラノンランナーの最新の世界記録保持者

は、イギリスのアスリー トであるポーラ・ラドク

リフである。彼女の記録は 2時間 15分 25秒。そ
れに対して 20万ユーロ (約 2600万円)のお金を

受け取つた。 日本のスポーツウェアプラン ドの

Asicsは、彼女に “年間最優秀選手"のタイ トル
と“ゴールデン・アシックス・シュー"を贈つた。
一方、アジアのスポーツウェアエ場で働く名も

ないお針子は、2時間 15分 25秒の仕事に対し、
1ユーロも稼げない。彼女は、41産量が多い時期
には 1日 に 16時間またはそれ以 L働くこともあ
るが、いつでも残業手当が支払われるというわけ

ではない。彼女の工場では労働組合は禁止されて

いるので、労働組合をあてにすることもできない。

工場の隣りには女性寮があるが、ときには体を洗

うお湯さえなかつた。

このような状況は、アジアや東ヨーロッパ諸国

のスポーツウェアやスポーツシューズの多くの製

造業者に当てはまる。労働者の権利を認めている

はずの労働法は、まつたく抜け穴になっている。

工場の賃金は、労働者がまともな生活をするには

あまりにも低い。70ユーロのスポーツシャッ 1

枚または 90ユーロのスポーツシューズ 1足の値
段の 1%に もならない額が労働者の賃金となる。
スポーツウェアやスポーツシューズ産業では毎

日、何百万人もの労働者が一その多くは女性だが

一ひどい状況で、また恥ずかしいくらいの低賃金

で働くことを強いられている。

2004年はじめ、クリーン・クローズ。キャンペ

ーン (CCC)と オックスファム・インターナショ
ナル、グローバル・ユニオンは、Asics、 Lotto、

Klppa、 Puma、 M■zuno、 Fia、 UmbЮ などの
ブランドにスポーツウェアを供給している工場の

賃金と労働条件に関する調査報告を発表した。

この報告はスポーツウェアブランドが製造業者

に厳しい納期と低い卸値を強いていることを明ら

かにしている。賃金は生存レベルを F回 り、家は

不衛4_で、労働組合を作ることは阻止され、労働

環境は悪く、生産目標は日々引き上げられ、解雇

の脅しによって無給の強制残業をさせられていた。

*週 45時間の強制残業
*90ド ルのランニング・シューズを作るのに、
給与は 1日 3ドル
*週 6日、1日 14時間の交替制労働
私たちは、スポーツウェア産業労働者の賃金水

準と労働条件の改善のために、スポーツウェア会

社が全力を尽くすよう要求している。国際労働基

準を守り、行動規範Qodes ofconducthが 製造業者

によっても実施されるよう保証すべきである。

私たちはまた、国際。国内オリンピック委員会、

スポーツ協会、そして選手自身が、スポーツウェ

ア産業に広がっている受け入れ難い労働条件に反

対する立場をとるべきだと訴えている。

このキャンペーンは、全ヨーロッパ、ァメリカ、

カナダ、オーストラリアで、また実際にスポーツ

ウェアを製造している国々で、同時に行なわれて

いる。最優先事項は、スポーツウェア産業の労働

者が、労働条件の改善を促進するために意見を言

えるよう組織化の権利を行使できることである。

すべてのアスリー トやスポーツファン、その他誰

でも、要請葉書やキャンペーンの Eメ ールの要請
書に署名することによって、キャンペーンに参加

することができる。あなたの力を必要としていま

す。そしてあなたの友達やチームメイ トにもこの

活動に参加するように勧めてください。

<ウェプサイ ト> ・v四嘱himlympic8.Org
・り四嘱
… …

敏mttOrg を参照のこと。



<バングラデシュの縫製産業>

飛目的に増大した女性の雇用

競争激化の下で新たな課題

村山真弓(ア ジア経済研究所)

米国の大手スーパー、ウォルマー トの傘下に人

つた西友で、バングラデシュ製の 997円のジーン
ズが発売後 1週間で 2000本売れたそうだ。これ
まで、中国製品に席捲されていた日本市場にも、

これからバングラデシュ製の衣料が大量に出回る

ようになるだろうか。バングラデシュで生産され

る縫製品は、廉価な大衆製品がほとんどで、米国

やヨーロッパ市場では、2001～ 2002年現在マー
ケット・シェアで 9位につけている。 しかし、日
本の消費者の品質へのこだわりや、日本企業が

大々的に企業進出した中国からの縫製品との競争

から、バングラデシュ縫製品にとつて、日本市場

はまだまだ敷居が高いというのが通説だ。
バングラデシュといっても、ほとんどの日本人

にとっては剛1染みのない国である。日本の 4割以

下の国土に 1億 4000万人が暮らし、日本で伝え
られるのは貧困や自然災害といった負のイメージ

が強い。一方、ガンジス・デルタに位置するバン

グラデシュは、かつて米とジュー ト (黄麻)の産
地として植民地期インドの富を下支えしてきた。

しかし、英領期、そして東パキスタンと呼ばれた

時代を経て、1971年に独立を果たした後も、工業

発展は極めて緩慢だつた。そうした状況に転機を

もたらしたのが、輸出向けの縫製産業だつた。そ

のきっかけは、1980年代初め、国内での人件費高

騰から、バングラデシュの安い人件費に着日した

韓国の財閥の一つ大宇が、同国で工場を設置した

ことによる。続いてバングラデシュ人を含む多く

の資本家がこぞって縫製工場を設立し、またたく

内に米国、EU市場でバングラデシュの縫製品シ
ェアの地位を高めることになつた。

現在、約 3500社、約 150万人の労働者が縫製
工場で働いているが、その 7割以上が女性である。

縫製産業で女性が多く雇用されるのは、日本をは

じめどこの国でも見られることであるが、バング

ラデシュにおいては、これは革命的な出来事であ

つた。国民の 9割近くがイスラム教徒の同国で、
女性は「内」という社会規範は根強く、女性が優

先的に雇用される業種といえば、女子学校の教員、

女性患者を診る医者、女中、セックスワーカーに

限られていたといっても過言ではない。しかし、

女性の中に雇用に対する需要は決してないわけで

はなかつた。とくに、貧困世帯や、男性の稼ぎ手

がいない世帯の女性にとって、縫製産業は経済的

に自立する途を開いた。オペレーターと呼ばれる

縫製担当の労働者が lヵ 月に得る賃金は約 5000

円に過ぎないが、それでも同国の貧困水準からの

脱出を果たすことはできる。

しかし、大多数の労働者の雇用は極めて不安定

なものである。正式な雇用契約はなく、残業、深

夜業は多く、週休も保障されていない。職場の環

境にも問題は多く、原材料の盗難を懸念する経営

者が工場の出口に鍵をかけていたために、火災で

多数の死者を出すという事件は少なくない。現在、

先進国における消費者団体や人権団体の運動を受

けて、生産現場の環境改善を目指す動きも、国内

の業界団体や NGOな どによつて進められてはい
る。 しかし長期的な利益を考慮 して前向きに取り
組む企業は未だ少ない。仕事を求める労働者の数

が圧倒的に多いことが、経営者の横暴を許す土壌

になつている。

さらに、もう一つの大きな不安要因は、2005

年 1月 から国際市場における繊維製品の取引が完

全自由化することである。1970年代半ばから、米

国の主導で導入 された多国間繊維取 り決め

(MFA)が撤廃される。これは、輸入国の国内産
業を保護するため、各輸出国に対し、毎年 一定の

輸出割当量を課すという仕組みであつた。これは、

競争力の強い輸出国にとつては、輸出の制約を意

味したが、バングラデシュのように、原材料を輸

入に頼 り、専ら安い人件費で勝負するという国に

とっては、輸出の保証のような役割を果たしてい

た。MFAの撤廃が、バングラデシュの縫製産業
にどのような影響を与えるのか、関係者の間でも

見方は分かれている。しかし確実にいえることは、

競争力の激化は、労働強化や労働条件の引き下げ

に直結するだろうということである3



<台湾・実地調査研究 (1)>

インフォー7/bをクターの女艦

～艦裏 家底 社会の申ψ 苦聞～

SFWW(女 性労働団結線 )
高雄・チャンルン社会福祉地域センター

台北・ルディコミュニティ大学

調査研究の目的

● 製造業の人員削減によって解雇された後、

インフォーマル・セクターで働き始めて

いる女性労働者の現状をくわしく調べる

こと。大量の資本が台湾から海外移転 し

たことによつて、最近非常に数多くの 11

場閉鎖が引き起こされています。

● このような女性労働者の実状 と彼女たち
が必要 としていることを知ること。 さら
に彼女たちの結婚や家族 との関係、つま

りその関係が仕事の形が変わることによ

つてどんな影響を受けているかを知るこ

と。

● インフォーマル・セクターの女性労働者

が直面している事柄を、家族や経済や社

会構造の観点から分析すること。

● 長期にわたつてインフォーマル・セクタ

ーで働いている女性たちの労働条件や家

族的な条件を分析すること。 さらにこの

ような女性労働者の持てる力 と自主性、

また変化を求めて社会参加をしようとす

る意識 と自信、そ して限界についても合

わせて分析 し探求すること。

● 彼女たちがいるインフォーマル・セクタ

ーの仕事の構造や家族 との関係の内に、

女性たちの組織化の力があることを見た

いと思います。最終的には、この調査に

よつて、このような女性たちが必要とし

ていることや彼女たちの熱い思いについ

ても調べてみたいと思います。

参加団体の背景と調査方 :法

1、 実地調査の地域 と参加団体

この実地調査研究は 3つの団体の合同で行な

われました。

まず第 1に SFWW(女性労働団結線)は 、女
性労働者のリーダーに焦点を当てて、実地調査

やインタビューを行いました。台湾北部で何年

にも渡つて工場閉鎖に反対するたたかいが行な

われましたが、彼女たちはその中で非常に重要

な役割を果たしてきました。また主要な労働運

動の リーダーの妻たちにもインタビューを行い

ました。

このような女性の中には、職場でも家族関係

でも妻であり母親であるという、従来からの決

まりきつた役割を演 じている人もいるかも知れ

ません。 しかしそれでも使用者に反対する労働

者の行動に参加 したことによつて、あるいは労

働者の組織化に携わつている夫の影響を受けて、

労働争議の重要性 とそれに参加することに関心

があると共に、労働者であるという認識をしっ

か り持つています。

製造業で働いていたこのような女性労働者は、

今は工場からインフォーマル・セクターヘ移つ

ていますが、自分が組織されていない立場にい

ることに結局は気力`小ナいていると思います。

*

2番 目に、私たちは調査対象の 1つ として、
ルディ・コミュニティ大学を選びました。それ

は台北県の工業都市であるサンチョン市にある

という理由からです。その参加者の多くが女性

労働者です。彼女たちにインタビューすること

によつて、このような女性たち、つまリインフ

ォーマル・セクターで働 く女性たちが直面して

いる現実が分かりましたcその L、 彼女たちの
仕事と家庭 と社会参加の生き生きとした関係を

分析することもできました。コミュニティ大学

というのは、最近の台湾の 「新しい社会運動現

象」となつているものです。コミュニティにお

ける成人教育を発展させようとするもので、参

加者の 70%は成人女性、主婦、母親です。
もう 1つの調査対象として、 3番 目に、台湾
の南部から典型的な労働者地域である高雄県の

チャンルン地域を選びました。地域の社会福祉

サービスセンターに参加 している女性たちにイ

ンタビューをして、インフォーマル・セクター

の女性たちが仕事と家庭の間をどのように移動

するのか、また社会的な学習や参力日の可能性は

どうかとい うことも分かりました。



2.調査方法
台湾では、インフォーマル・セクターの女性

労働者に関する情報や資料がとても不足 してい

ます。ですから調査をするに当って、全体的に

分析するという方法は意識的に用いないことに

しました。その代わ り綿密なインタビュー調査

に焦点を当て、このような女性の社会参加の多

様な形が分かるようにしました。インタビュー

を受ける人を理解 し、できる限り彼女の現実に

近づくために、共同調査方法を用いました。

さらに、企画に加わった調査者がその情報や

経験をお互いに交換することができるように、

3つの団体は定期的に討論を行いました。それ
は徹底的な対話と批評による方法でした。こう

した綿密なインタビューから、この女性たちの

実状が分かり、分析することができました。次

にこれと合わせて集目的、組織的、社会的な変

化についても調査をしました。

台湾のインフォーマル・ セクターの現状

1.イ ンフォーマル・セクターの女性労働者数
の推計

台湾のインフォーマル・セクターの女性労

働者はほとんど組織されていません。それは

政府の労働省や調査研究機関がほとんど無視

し放置 してきた部門の 1つです。ですから私
たちがこの調査で、インフォーマルな仕事の

労働時間や女性労働者の実数を求めようとし

ても、まつたく手がかりがありませんで した。

資料や情報がひどく不足しているため、フォ

ーマル雇用の女性労働者の公表 されている情

CAW東アジア会議に参加した台湾の女性たち

右端は、この調査をまとめたファンピンさん

報に基づいて、私たちが推計を出す しかない

状態でした。

労働についての政府の年次統計から集めた情

報は次の 2つです。

a.行政院主計処労工保険局の統計
ここに出てくる数字は報告された台湾の労働

者の総数から得られたもので、国によって義務

付けられている強制労働保険制度に加入 してい

る労働者です。ですからこれは台湾で正規に雇

用されている労働者の公式な数を表 しています。

しかし性別の分類がありません。そして最も新

しいものでも 1999年のものです。

b。 行政院労工委員会の年次報告

行政院労工委員会は、台湾の労働者に対する

行政機関の中で最も上位のものです。毎年正規

に雇用されている労働者の公式な数を出してい

ます。また性別区分も表示 しています。男性労

働者に対する女性労働者の割合から、インフォ

表  台湾の性別にみた労働者数と労働力率
年 労工保険制

度加入労働

者数 (男 女

計・人)

男性労働者

数 (人 )

男性の労

働力率

(%)

女性労働者

数 (人 )

女性の労

働力率

(%)

主婦 (人 ) 全女性人

口に対す

る割合

(%)

1997 5,731,000 71.09 3,701,000 45.64 2,607,000 32.15

1998 5,780,000 70.58 3,767,000 45.60 2,642,000 31,98

1999 7,738,971 5,812,000 69,93 3,856,000 46.03 2,639,000 31.50

2000 7,915,789 5,867,000 69.42 3,917,000 46.02 2,673,000 31.40

2001 7,779,127 5,855,000 68.47 3,977,000 46.10 2,673,000 30.98

出典 :行政院主計処労工保険局統計

行政院労工委員会年次報告



―マルセクターに実際に従事 している女性労働

者の推計を私たちは引き出すことができました。

労工委員会は経済活動人口を 15歳から 65歳

までの年齢別に表 しています。15歳以上の労働
者の中をさらに 2つの分野、非生産的部門と生
産的部門とに分けています。非生産的部門には、

求職中の人、教育を続けようとしている人、無

報酬の家事労働をしている人、高齢者、障害者、

失業者、そして学生や労働不能の人が含まれま

ケ。

非生産的労働の分野、とくに主婦のグループ

には、インフォーマル・セクターで働いている

多数の女性労働者が含まれています。いわゆる

主婦の中でも多くの人が、実際にはフォーマル

雇用の構造から外れた柔軟性のあるインフォー

マルな収入を生み出す活動に従事しているとい

うことがわかりました。彼女たちは昼間は子ど

もの世話をするために家で働いて、さまざまな

形のインフォーマルな仕事で家計を補っていま

す。彼女たちは全女性人日のほぼ 3分の 1を 占
めています。 1997年以来その数は 2,600,000
人に達 し、毎年増加の兆候を見せています。(つ

づく。CAWネ ット・ ジャパン翻訳グループ訳 )

″ ″ ―マJし経済■こお″

`ア
ジアのオ艦

CAWは 、フレキシブルで拡散され、なおか
つ孤立 したインフォーマル経済の女性たちの実

態を把握するために、アジア 6カ 国で実態調査

を行いました。これは、東アジアの 1つのケー
スとして台湾で行われた調査で、英文の報告書

になっています。CAWネ ット・ジャパンの翻
訳グループが、毎月 1回の学習会で翻訳 したも
のを、シリーズでお届けします。

*****

(右から続く)それに対して各国内では、共
同組合、地域社会に根ざしたグループ、女性ユ

ニオン、消費者などの運動を強め、サー ビスネ

ットワークの共有やインフォーマル経済の労働

者を含めたセイフティネットの確立などに取り

組んでいくこと。国際的には、CAWを 含め、
インフォーマル経済の労働者を組織 している国

際 NGOな どと共に、「労働者」の再定義、組織
されていない労働者の組織化、社会的なセイフ

ティネットについて、議論を進め、行動を起こ

していく必要がある。」

香港からメーベルさんを迎えて

アジア女性労働者の状況

運動1戦略について

昨年 11月 までの 2年半、CAWのコーディネー
ターであつたメーベル・オウさんは、女性ユニオ

ン東京のインターンをしながら日本語を学ぶため、

4月 末からほぼ 2ヵ 月間日本に滞在しました。

6月 14日 、女性ユニオン東京、CAWネ ット・
ジャパン、アジア女性資料センターの共催で、標

記のテーマで集会を開催。メーベルさんは、1960

年代以降のアジア地域の工業開発政策における女

性労働者の状況について話し、今後の課題と戦略

について意見を述べました。

「家父長制と資本主義の結びつきによって進め

られた開発のプロセスは、女性たちを低賃金で長

時間・超過密労働、技術や技能を必要としないか、

正当に評価されない労働に押し込め、女性たちは

国の経済発展と家族の教育や家計を支える役割を

担わされてきた。そのような状況に対して CAW
は、「女性として、労働者として」をスローガンに、

交流や トレーニング、組織化やネットワーキング、

政策提言やロビー活動に取り組んできた。

冷戦終結後の 1990年代以降は、グローバル化
が一層進み、国内外の貧富の格差が拡大し、個人

主義社会へと変化してきた。環境は悪化し、戦争

や紛争が増えて人間の安全保障が損なわれている。

国際的な金融機関を通じて支配力を働かせる各国

政府の下で、女性たちはよリインフォーマルな仕

事に追いこまれており、経済的な問題からDVを
はじめ女性への暴力が増加している。 (左の段へ)

&
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ノヾキスタンの課議会社

労働F"鋼用閉臼リデ

組合員ガ ス初

<6/25、 7/2付Eメールによる緊急アピール>
パキスタンの労働者は、長時間労働と低賃金労

働に苦しんでいる。とくに、労働者の団結権が認

められないという最悪の状況に直面している。法

律の_Lでは、組合結成の自由も団体交渉権もある

が、政府からのサポー トはほとんどなく、使用者

は労働者の法的な権利行使を認めようとしない。

ラホール市にあるカラーキング印刷会社の労働

者は、2004年 4月 10日 に労働組合を結成し、翌

日、組合登録申請書をラホール地区の労働組合登

録所に提出した。組合が解雇に関して労働委員会

に申請書を提出したところ、裁判所は 4月 21日 、

会社に対し、いかなる労働者も解雇してはならな

いとの命令を出した。

その後会社は裁判所の命令を拒否し、事務員を

含む 25人の労働組合員を何のためらいもなく解
雇 し、彼らを会社の門から締め出した。

カラーキング印刷所の労働者を支援してきたの

は、全パキスタン労働組合連合会 (APTUF)。

APTUFは現在、公務および民間の 240の組合を組
織しているナショナルセンターで、その他社会の

底辺に置かれたインフォーマル部門の労働者やれ

んが職人などを組織 し、児童労働の廃絶や女性差

別を含むさまざまな差別の撤廃に取り組み、労働

条件や生活条件の改善のためにたたかってきた。

6月 1日 、APTUFは他の連合会の代表と一緒に、
ラホール市の労働部の前で 25人の解雇に反対す
る抗議デモを行つた。この問題について、会社と

話合いをすることを要求した地区労働事務所の求

めに応じて、労働部の部長補佐が会社を訪ねたが、

経営者は工場の敷地内に入ることを拒否した。

6月 9日 、警察と組んだ会社は、偽の調査報告

書を作り、13日 に 2人の組合役員が逮捕された。
2人は 1週間後に釈放されたが、工場労働者と
APTUFの 事務局長であるガルツァー・アメド・チ

ャウダリーに対する攻撃は激 しさを増 している

(ガルツァーさんはCAWの南アジア選出の運営
委員)。 この間、組合は他の関連する政府機関にこ

の実情を訴えてきたが、労働者の問題を改善した

り、会社の労働法違反をやめさせるような前進は

まつたく見られない。そのことが労働者の不安を

一層かき立てている。

私たちの要求は、以下の通りである。

①IL098号条約 (団結権および団体交渉権)と
IL087号条約 (結社の自由および団結権保護)
の違反をやめること。

②カラーキング印刷の解雇労働者を全員復職さ

せること。

③法律に基づき、カラーキング労働組合の登録を

認めること。

④契約労働制度をやめること。

*

APTUFのガルツァー事務局長は、パキスタン
労働者連盟 (PWC=AttUFを含む9つの連合会の
同盟)のパンジャープ地域代表と共に、この問題
で労働部代表と話合いをした。労働部代表は、カ

ラーキング印漏Jの経営者は労働者を自社の従業員

と認めていないと主張した。労働者の出勤記録は

あるが出勤簿に署名がないので、従業員であるこ

との証明にはならないというのだ。一般にパキス

タンでは、95%の工場が労働者に対し、従業員で

あるという証明書を出していない。

カラーキング印刷の労働者代表とガルツァー事

務局長は、労働法とLO条約の実施のための共同
戦略を立てるために、PWCと 会い、PWCは カラ
ーキング印刷労働者のたたかいについて抗議の手

紙を書き、記者会見をすることを決めた。

APTUFはパキスタン使用者協議会 (lVEBCOP)
と話し合い、カラーキング印刷の経営者を説得す

るよう求めた。また、労働者が直面している不公

正について世論を高めるために、記者会見をして

声明を発表した。さらにILOパキスタンとパンジ

ャープの労働書記官に手紙を書いた。

カラーキング印昴J労働者の勇気と自信を高める

ために、集会が開かれた。労働者は失業している

ために経済的な困難を抱えており、そのことがた

たかいの継続にマイナスの影響を与え、労働者の

不安を大きくしている。そこで労働者たちは、基

本的な生活の必要を満たすために、共同で何か仕

事を始めることを決めた。

この出来事は、労働者の権利と労働組合の結成

に対するパキスタンの政府機関 (警察を含む)と使

用者の態度を明確に反映している。

APTUFの E― mail:aptuЮ brain.net,pk



CAWネット・ジャバンの活動報告
(2002年 4月 ～2004年 3月 )

1、 CAWネ ットニュースの発行 (年 3回 )
2、 英文資料「Re80urOe Materia18 0n WOme】山

Lborin Japan」 の発行 (年 2回 )
3、 CAW(アジア女性労働者委員会)活動への参
加と協力、その他国際交流活動

① CttVコ ーディネーター・メーベルさんを迎
えてグループ訪問 (2002年 4月 )

② ILO第 90回総会傍聴 (2002年 6月 。ジュ
ネーブ、CAW東アジアグループとして)

③ CAW創立 25周年記念プログラム・CAW全
体会議 (2002年 H月 。バンコク 参加者 :

塩沢美代子、山野繁子、和田弘子、伊藤多

恵子、広木道子 同アジア女性労働者フェ
スティパル出演 :竹森茂子、花崎撮、花崎

品、藤井智子、すずきこ―た)

④ 東アジアのインフォーマル労働調査協力・

韓国ジエーさん来日、弁護士、女性グルー

プ、パート労働者へのインタビュー (2003

年 5月 )

⑤ 韓国女性労働者会協議会 (K雨＼U)から日
本へのスタディ・ツアー受入れ (2003年 9

月・13名 )

⑥ CAW東アジア地域会議 (2003年 10月・香
港 参カロ者 :和田弘子、屋嘉比ふみ子、伊
藤みどり、谷恵子、水越佳代子、石川真穂、

広木道子)

⑦ 元 CAWス タッフ。ビンダさん (ネパール)
の日本の女性労働調査協力 (2002年 8月 )

③ バングラデシュの衣料労働者問題に関する

国際会議 (2003年 8月・ダカ 参加者 :村
山真弓、広木道子)

⑨ タイ・女性の友訪間、女性労働者へのイン

タビュー (2003年 8月 、10月 広木)
③ 国際労働研究センター・招待プログラムの
コーディネーター UCLA労働者教育セン
ター所長ケント・ウォンさんを招いて各地

で講演会開催 (2003年 H月 、広木)
4、 翻訳グループ学習会 (毎月第 3水曜日)
5、 ビデオ「未来をひらく女たち～パー ト・派遣

の現場から～」 (日本語・英語)均等待遇ア
クション2003と 共同制作、2004年 3月完成

ご支援下さりありがとうございます。

おかげさまで皆さまに支えられてこの 1年も

活動を続けることが出来ました。交流プログラム

の一つは韓国女性労働者会協議会 (nwttu)に
よるスタディツアーの受け入れでした。ワーカー

ズ・コレクティブと介護労働の分野を中心に精力

的に見て回りました。現場が抱えるF・I題を踏まえ、

韓国でのこれからの取り組みに大いに参考になっ

たと思います。もう一つは、バングラデシュの衣

料産業労働者の国際会議参加です。

上記決算には入つていませんが、ビデオ制作に

協力しました。均等待遇アクション2003の企画に

よる「未来をひらく女たち～パー ト・派遣の現場

から」 (日本語・英語)です。広本が企画 。制作
に関わり、費用の一部 394,616円 を負担しました。

特別会計にしてありましたアジア女子労働者交流

センター時代に作成したビデオ 「捨てられた “人

形 "」 の販売収入を充当しました。

今年もご支援下さいますようよろしくお願い

いたします。 (会計 小池恵子)

2003年 度決算報告
(2003.4.1^▼ 2004.3.31)

収入の部

会費

カンパ

資料代

雑収入

未払金

前年度繰越金

合計

454,000

32,300

11,000

8,052

63,610

643,749

1,212.711

支出の部

事務所費

CAWネットニュース編集・F聞J費

翻訳費

交流プログラム費

通信費

会議室使用料

資料費

事務印刷費

事務用品費

備品費

次年度繰越金

合計

480,000

62,100

10,000

233,981

76,600

30,855

26,532

6,526

7,532

18,167

260,418

1.212.711


